
（２）歩行者優先で回遊性の高いまちの形成

・回遊性の高い重層的な歩行者ネットワークの形成
・地上と地下を結ぶ縦動線と滞留空間の整備
・ユニバーサルデザインに配慮した歩行者空間の形成

（３）安全・安心で快適な都市環境の形成

・「みどりの回廊」に面する重層的なみどりの配置
・帰宅困難者受入れ施設の整備や災害情報の提供
・地域の防災性向上に資するスマートエネルギーシステムの導入
・自動運転技術等の次世代技術の活用

地上部歩道

地上地下の
視覚的連続性

（１）国際集客都市の形成

・駅とまちが一体となった賑わい空間の形成
・まちとつながる利便性の高い駅施設の整備
・商業、宿泊、文化、観光情報など多様な都市機能の集積
・土地の有効高度利用による公共的空間の整備

新宿三丁目駅周辺 まちの将来像の骨子（議論用） 資料６

▲重層的なみどりイメージ ▲大型ビジョンで災害情報の発信

低層部アトリウム

情報発信→
モニター

店舗・道路も活用した
賑わい空間

地下ネットワーク

▶縦動線と合わせた滞留空間のイメージ

商業や観光による賑わいの拠点

地下ネットワークとの連続性

サンクンガーデン

壁面緑化

サンクンガーデン
を介したバリアフリー動線


